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…
【
要
約
二
九
杢
年
七
月
吾
・
襲
の
講
演
の
テ
重
ト
・
龍
大
所
蔵
の
西
曝
書
の
重
要
捨
つ
い
て
述
べ
・
併
せ
て
磯
文
化
研
究
会
の
研
究
へ

…
・
鰻
の
業
績
の
隻
ξ
笈
・
た
・
磯
は
一
群
化
昂
央
・
ジ
・
文
化
の
交
灘
合
の
所
（
例
、
銅
銭
と
銀
銭
の
併
用
、
居
民
の
胡
風
姓
名
）
で
あ
㎝

…
癖
顯
雛
凝
議
凝
灘
鍵
雌
蝶
鞍
懸
議
熱
論
灘
筋
㍉
鯵
謙
籍
談
繍
遷

　　

ﾖ
す
る
論
文
は
な
か
な
か
の
力
作
で
あ
る
が
、
し
か
し
、
疑
間
の
点
も
あ
る
。
例
え
ば
、
西
村
氏
は
一
礼
求
の
拒
否
の
判
語
を
認
可
と
し
て
誤
解
し
、
西
嶋
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
v

へ
氏
は
「
通
」
（
墾
・
）
の
漢
字
を
蓮
・
し
て
麗
し
、
周
長
謹
辞
濃
漿
の
経
奴
隷
の
弩
あ
る
・
誤
解
（
奴
は
姓
）
し
て
い
る
ご
・
き
．
」
れ
で
あ
る
．
一

　
前
月
、
小
笠
原
教
授
と
西
村
さ
ん
と
の
御
厚
意
に
よ
り
ま
し
て
、

竜
谷
大
学
所
蔵
の
西
域
文
書
を
晃
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
西
域
文
書

を
見
た
こ
と
は
、
今
度
が
始
め
て
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
十
年
位
前
、

英
国
の
倫
敦
ど
フ
ラ
ン
ス
の
巴
黎
を
訪
問
し
ま
し
た
時
、
切
ユ
ぼ
。
。
財

口
出
ω
窪
日
と
切
き
は
。
夢
Φ
ρ
¢
⑦
窯
舞
凶
。
昌
鉱
①
と
の
敦
燥
文
書
を
各

各
二
週
間
位
調
べ
ま
し
た
こ
と
が
あ
る
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
ん

ど
、
竜
谷
大
学
所
蔵
の
文
書
を
読
み
ま
し
た
時
、
や
は
り
大
変
感
心

し
ま
し
た
。
こ
の
時
、
西
域
文
化
研
究
会
か
ら
、
敦
煙
・
聖
裁
番
社

会
経
済
資
料
遺
詠
雪
交
化
研
究
』
第
三
）
と
云
う
貴
重
な
昂
版
物
の
抽

印
本
を
何
冊
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
中
、
欝
欝
の
均
田
綱
に
関

す
る
論
文
は
三
篇
あ
り
ま
す
。
即
ち
、
周
藤
吉
之
教
援
の
「
仙
人
文

書
の
研
究
…
i
唐
代
前
期
の
悪
人
綱
一
」
と
、
爾
嶋
定
生
教
授
の

「
吐
持
番
出
土
文
書
よ
り
見
た
る
均
田
鰯
の
施
行
状
態
一
給
田
文

書
・
退
田
文
書
を
中
心
と
し
て
一
し
と
、
西
村
元
佑
氏
の
「
唐
代

吐
型
番
に
お
け
る
均
田
制
の
意
義
一
大
谷
探
検
隊
将
来
、
欠
田
文

書
を
中
心
と
し
て
！
1
扁
の
三
篇
で
す
。
こ
の
三
篇
の
論
士
を
早
く

読
み
ま
し
て
、
い
ろ
い
ろ
の
有
摺
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
し
か
し
、

文
書
の
解
読
と
解
釈
に
つ
い
て
は
、
な
お
疑
問
の
あ
る
所
も
あ
り
ま
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す
。
自
分
で
も
う
す
こ
し
研
究
し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、
京
都
大
学

の
文
学
部
で
毎
週
四
回
の
講
義
を
行
な
っ
て
暇
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
の
で
、
充
分
研
究
出
来
な
か
っ
た
の
は
残
念
で
す
。
で
す
か
ら
、

今
日
の
話
は
、
竜
谷
大
学
所
蔵
の
西
域
文
書
の
詳
細
な
紹
介
で
も
あ

り
ま
せ
ん
し
、
ま
た
三
人
の
学
者
の
論
文
に
つ
い
て
の
重
要
な
批
評

で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
二
三
の
感
想
を
述
べ
る
だ
け
で
す
。

　
第
一
の
感
想
は
、
無
論
、
こ
の
西
域
文
書
が
非
常
に
重
要
な
史
料

で
あ
る
こ
と
、
暫
域
文
化
研
究
会
の
皆
様
が
非
常
に
恵
愛
に
研
究
し

て
居
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
唐
代
の
均
田
制
に
つ
い
て
、
す

で
に
発
表
さ
れ
た
文
書
は
す
く
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
ん
ど
発
表

さ
れ
た
伽
人
文
書
・
給
田
文
書
・
退
田
文
書
・
丁
田
文
書
に
は
前
人

未
知
の
資
料
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の
新
ら
し
い
資
料
を
よ
く
利
用

し
て
行
な
っ
た
均
田
鋼
に
関
す
る
研
究
に
よ
り
、
吾
暑
の
知
識
は
大

躍
進
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
「
常
圏
」
と
「
部
田
」
と
云
う
言
葉
は

以
前
に
発
表
さ
れ
た
文
書
に
も
あ
砂
ま
す
が
、
そ
の
意
味
は
、
や
や

不
明
で
あ
り
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
の
O
o
濤
σ
q
㊦
創
①
閏
毒
蓉
㊦
の
放

冨
僻
。
。
℃
①
塊
○
教
授
が
、
そ
の
い
①
。
。
創
O
o
¢
ヨ
⑦
ゆ
誘
。
び
ヨ
O
ぢ
α
①
一
ρ

富
○
醒
O
ヨ
Φ
o
図
考
象
江
9
ρ
畠
。
ω
写
〉
母
ユ
も
Q
零
幽
二
2
∂
〉
ω
ぢ
∩
2
プ

紳
邑
・
弘
8
。
。
に
、
「
常
盤
と
い
う
蓄
葉
を
注
意
し
ま
し
た
。
し
か

し
、
寓
霧
℃
窪
○
教
授
の
仮
説
的
な
解
釈
に
よ
れ
ば
、
常
田
は
寺
院

の
「
常
住
田
」
で
す
。
私
は
譲
鴛
！
、
錠
創
｝
o
舞
峯
剛
（
）
粘
〉
ω
貯
並
。

ω
ε
◎
δ
ω
に
諸
三
唱
興
。
教
授
の
本
を
批
評
紹
介
し
た
時
、
そ
の
解

釈
に
は
納
得
で
き
な
い
こ
と
を
指
摘
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に
は

自
分
で
満
足
で
き
る
解
釈
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
竜
谷
大
学
所
蔵
の
文
書
の
中
に
、
　
「
常
田
」
と
「
部
田
」
の
用
例

は
沢
山
あ
り
ま
す
。
西
村
さ
ん
の
研
究
に
よ
っ
て
、
以
下
の
結
論
に

到
達
し
ま
し
た
。

　
　
　
以
上
、
七
箇
条
の
事
実
か
ら
帰
納
す
る
と
、
常
田
は
部
田
に
比
し
て

　
　
±
、
地
が
す
く
な
く
、
ま
た
良
質
の
土
地
で
、
給
与
面
に
お
い
て
も
少
額

　
　
し
か
給
与
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
部
田
は
常
田

　
　
に
比
し
て
土
地
が
多
く
、
ま
た
劣
等
で
、
給
与
強
に
お
い
て
も
多
く
支

　
　
給
さ
れ
た
と
い
う
推
定
が
下
だ
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
推
測
で
は

　
　
あ
る
が
、
常
照
と
い
う
文
字
か
ら
み
て
、
燈
常
的
作
物
の
栽
培
の
で
き

　
　
る
土
地
が
常
田
で
あ
り
、
こ
れ
に
対
し
、
部
田
は
下
等
な
も
の
は
易
田

　
　
の
よ
う
に
年
々
土
地
を
か
え
ね
ば
な
ら
ず
、
そ
れ
ほ
ど
で
な
く
と
も
、

　
　
土
地
が
痩
せ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
土
質
に
阿
等
か
の
制
約
が
あ
る

　
　
か
し
て
、
作
物
の
連
作
が
で
き
な
い
等
の
劣
等
で
あ
っ
た
と
お
も
わ
れ

129 （669）



る
ひ
　
一
体
、
常
田
・
絡
田
は
桃
・
譲
・
薄
田
等
と
並
烈
し
て
記
載
さ
れ

る
田
虫
で
あ
る
か
ら
、
作
物
の
種
類
ま
た
は
土
地
の
立
地
条
件
な
ど
と

の
関
係
あ
る
語
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
も
一
応
で
き
な
い
こ
と
は

な
い
。

以
上
の
西
村
さ
ん
の
論
断
は
、
大
体
、
正
鵠
を
得
た
解
釈
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
そ
の
外
、
宮
崎
市
定
教
授
に
は
、
部
田
は
北
朝
以
来
の

「
倍
田
」
の
意
味
で
あ
る
と
い
う
傾
聴
す
べ
き
高
説
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
教
授
の
新
説
に
よ
れ
ば
、
こ
の
吐
瘤
結
文
書
は
均
田
交
書

で
は
な
く
、
全
部
、
屯
田
丈
書
で
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
こ
の

説
は
納
得
し
が
た
い
よ
う
で
す
。
教
授
自
身
屯
、
こ
の
新
説
に
固
執

さ
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
大
谷
探
検
隊
の
麟
代
輪
帯
番
古
文
書
の
将
来
は
、
数
ナ
年
前
の
こ

と
で
す
が
、
こ
の
文
書
を
大
規
模
に
整
理
研
究
し
始
め
た
こ
と
は
、

最
近
約
十
年
来
の
こ
と
で
す
。
こ
の
短
い
期
間
に
顕
著
な
業
績
を
挙

げ
ら
れ
た
こ
と
は
、
研
究
者
の
皆
様
の
努
力
の
結
果
で
あ
る
こ
と
を

物
語
っ
て
居
ま
す
。
こ
の
学
術
に
努
力
す
る
精
神
は
、
大
い
に
感
服

す
べ
き
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
二
代
の
均
田
綱
に
つ
い
て
、
以
上
挙
げ
た
三
篇
の
論
文
は
、
み
な

罪
常
に
注
意
す
べ
き
力
作
で
す
。
．
零
細
な
文
書
の
綴
合
と
解
読
か
わ

始
ま
り
レ
土
地
関
係
資
料
の
転
写
と
レ
バ
ー
セ
ン
ト
の
計
算
レ
お
よ

び
そ
れ
ら
の
図
表
の
作
製
、
み
な
慎
重
に
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
藪

域
文
化
研
究
会
以
外
の
学
者
が
、
こ
の
よ
う
な
研
究
報
岱
を
貰
い
ま

し
て
、
大
変
嬉
し
く
感
謝
を
致
し
て
居
り
ま
す
。

　
第
二
の
感
想
は
、
唐
代
の
政
令
が
遠
く
及
ん
だ
こ
と
で
す
。
畑
田

の
吐
魯
番
は
、
西
夏
の
高
畠
嬢
付
近
一
帯
で
し
て
、
有
名
な
敦
煙
…
よ

り
も
更
に
遠
い
辺
地
で
す
。
こ
の
区
域
は
、
中
国
の
交
野
だ
け
が
あ

る
所
で
は
な
く
、
中
国
文
化
と
中
央
ア
ジ
ア
文
化
の
交
流
の
地
帯
で

す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
の
一
つ
の
証
拠
は
、
心
止
に
、
こ
の
地
帯
で
、

中
國
の
銅
銭
と
中
央
ア
ジ
ア
の
銀
銭
と
が
併
用
さ
れ
た
こ
と
で
す
。
．

こ
の
事
実
は
文
献
に
も
考
古
資
料
に
も
証
撫
が
あ
り
ま
す
。
私
は
、

寓
器
℃
興
。
教
授
の
本
を
紹
介
す
る
時
、
す
で
に
そ
の
点
を
指
摘
し

ま
し
た
。

　
そ
の
外
、
人
の
姓
名
か
ら
、
こ
の
文
化
の
交
流
混
合
す
る
事
も
分

り
ま
す
。
例
え
ば
、
西
域
文
書
に
よ
く
見
え
る
姓
の
安
・
史
・
石
・

蕾
∴
個
・
康
な
ど
、
み
な
中
央
ア
ジ
ア
の
著
姓
で
す
。
人
名
に
屯
、

伏
逆
詞
・
伏
蕾
葱
・
密
密
（
膏
）
葱
・
聖
帝
番
・
伏
帝
蓮
（
返
）
・
挑

馬
返
（
返
）
・
勃
帝
忽
と
い
う
者
が
あ
り
ま
す
。
み
な
、
中
央
ア
ジ
ア

30　（670）・
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の
、
あ
る
言
語
を
柑
い
る
人
の
名
と
そ
の
音
訳
と
恩
い
ま
す
。
な
お

石
阿
禄
山
・
安
思
明
・
昇
等
明
・
宋
思
明
と
い
う
姓
名
が
あ
り
ま
す

か
ら
、
唐
画
の
安
史
の
乱
の
安
難
山
と
更
思
明
を
思
い
起
さ
せ
ま
す
。

因
み
に
、
安
禄
山
事
蹟
な
ど
の
史
書
に
よ
る
と
、
禄
山
の
名
は
、
も

と
、
阿
楚
山
・
阿
禄
山
で
し
た
。
鰻
谷
大
学
所
蔵
の
二
三
六
八
号
文

書
に
、
安
阿
国
外
と
い
う
名
が
み
え
て
艦
ま
す
。
こ
の
文
書
の
時
代

は
唐
の
武
后
の
蒔
で
す
か
ら
、
有
名
な
無
禄
山
よ
り
古
い
人
で
す
。

　
こ
の
よ
う
な
中
国
文
化
と
中
央
ア
ジ
ア
文
化
の
交
流
す
る
辺
地
に
、

班
田
収
授
制
を
相
当
な
程
度
に
真
剣
に
施
行
し
た
こ
と
は
、
こ
の
新

資
料
に
よ
っ
て
充
分
に
証
明
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
均
田
鰯
は
、
唐
代
だ
け
の
制
度
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
史

書
に
よ
る
と
北
界
か
ら
唐
代
ま
で
の
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
が
北
朝

に
も
相
当
な
程
度
に
施
行
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
は
、
数
年
前
、
山
本

達
郎
教
授
が
、
論
東
洋
愚
ず
報
に
馬
蝉
律
し
た
、
　
ス
タ
イ
ソ
山
導
一
ご
菅
η
文
漸
口

（
頭
魏
大
統
十
三
年
｝
∪
・
切
鳶
）
に
よ
っ
て
よ
く
証
明
し
ま
し
た
。

　
北
魏
の
均
田
制
は
、
西
晋
の
占
田
制
と
課
矯
制
、
乃
至
一
代
か
ら

の
屯
限
制
と
、
公
田
を
貧
民
に
賦
与
す
る
糊
度
と
は
、
み
な
関
係
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
点
に
つ
い
て
、
学
者
の
中
に
議
論
が
あ
り
ま
す
。

ち
よ
つ
と
複
雑
な
問
題
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
触
れ
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
重
要
な
「
均
」
と
い
う
観
念
は
、
孔
子
の
時
代
に
も
う
流
行
し

た
よ
う
で
す
ρ
『
論
語
・
季
氏
篇
』
に
は
、

　
　
故
有
岡
有
家
者
、
不
患
二
型
患
不
均
、
不
患
貧
蒲
患
不
安
。

と
あ
り
ま
す
。
こ
の
テ
キ
ス
ト
は
屯
と
、

　
　
不
患
寡
而
患
不
安
、
不
患
貧
而
患
不
均
。

で
あ
っ
た
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
が
、
今
の
テ
キ
ス
ト
を
そ
の
ま
ま

読
ん
で
も
意
味
は
は
っ
き
り
す
る
と
思
い
ま
す
。

　
中
国
の
制
度
史
、
法
制
中
に
、
　
7
均
」
の
言
葉
が
あ
る
制
度
は
沢

山
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、
驚
倒
に
は
、
有
名
な
均
輪
法
、
平
準
法
が

あ
夢
ま
す
。
均
輸
・
平
準
法
は
一
連
の
野
馬
で
す
が
、
均
輸
は
も
と
、

租
税
（
差
米
之
征
）
と
労
役
（
力
役
之
征
）
を
徴
す
る
時
、
運
輸
の
費

用
の
負
担
を
平
均
さ
せ
る
た
め
の
、
ま
た
平
準
法
は
、
物
価
を
平
定

す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
『
塩
劇
論
』
と
『
九

条
算
術
』
を
調
べ
る
と
わ
か
り
ま
す
。

　
そ
の
外
、
王
葬
の
時
代
に
五
均
と
い
う
早
飯
平
定
制
度
が
あ
り
ま

し
た
。
均
田
と
い
・
う
鴛
兄
粟
も
『
漢
心
日
』
巻
八
十
－
山
ハ
田
畑
伝
に

　
　
詔
書
罷
苑
、
而
以
賜
〔
蝦
W
賢
二
千
余
響
、
均
田
之
制
、
従
此
堕
壊
．

と
あ
る
よ
う
に
、
す
で
に
漢
代
の
文
献
に
見
え
て
お
り
ま
す
。

　
三
代
中
葉
以
来
、
　
「
均
田
」
と
い
う
書
癖
が
、
や
は
り
使
わ
れ
ま
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す
が
、
例
え
ば
、
元
積
の
「
同
語
奏
均
田
」
の
均
田
は
「
均
税
」
の

意
味
だ
け
で
す
。
均
田
の
制
度
は
、
も
う
破
壊
し
て
し
ま
っ
て
居
り

ま
す
か
ら
、
こ
の
用
法
は
本
来
の
均
田
の
音
心
味
で
は
な
い
で
し
ょ
う
。

宋
代
以
来
、
無
論
、
「
均
税
」
・
「
均
役
」
・
「
均
榴
」
．
「
均
工
夫
」
等

の
制
刺
度
と
、
　
「
均
貧
幽
愚
」
と
い
遍
つ
均
産
一
揆
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
が
あ
り

ま
す
。
均
の
概
念
と
〃
制
度
と
は
中
国
政
治
経
済
に
お
い
て
、
古
く
か

ら
永
く
継
続
し
て
い
る
好
例
と
思
い
ま
す
。

　
簸
後
に
、
西
域
文
書
の
解
説
と
解
釈
に
関
す
る
疑
問
の
二
三
点
を

挙
げ
ま
す
。

　
西
域
文
書
の
給
田
文
書
に
は

　
　
給
某
某
　
　
兀

の
例
は
沢
出
あ
り
ま
す
。
そ
の
「
元
」
の
字
を
、
周
藤
教
授
が
「
詑
」

と
読
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
読
み
方
は
誤
P
で
す
。
内
藤
乾
吉

教
授
の
研
究
に
よ
つ
て
、
そ
の
「
元
」
は
、
県
令
の
名
前
の
「
元
手
」

の
略
で
す
。
文
書
の
中
の
「
給
某
某
元
」
は
全
部
県
令
の
筆
跡
で
す
。

そ
の
論
断
が
正
し
い
こ
と
は
、
県
令
の
元
憲
の
、
そ
の
外
の
判
語
を

調
べ
る
と
す
ぐ
解
り
ま
す
。
退
田
文
書
の
紙
書
の
紙
塑
の
押
縫
に
、

「
元
」
の
隠
名
竜
あ
り
ま
す
。
こ
こ
に
、
周
藤
教
授
の
「
詑
」
．
「
人
」

と
の
読
み
方
は
、
無
論
誤
り
で
す
，
内
藤
混
浴
が
指
摘
し
た
通
り
、

「
元
」
の
字
は
、
給
田
文
書
と
学
田
文
書
と
の
紙
背
の
平
縫
に
も
見

え
ま
す
。

　
し
か
し
、
回
田
文
書
に
は

　
　
会
先
物
某
某
詑

と
い
う
朱
筆
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
「
詑
」
は
誤
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
「
先
給
」
は
「
さ
ぎ
に
給
す
る
」
の
意
味
で
す
。
「
会
」
の

意
味
は
、
よ
く
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
多
分
、
「
算
会
」
「
計
会
」
、
即

ち
、
年
末
、
或
い
は
他
の
一
定
の
終
り
の
会
計
を
指
す
と
思
い
ま
す
。

で
す
か
ら
、
毎
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
ま
で
の
正
常
の
給
田
三
期
の

前
に
田
を
給
し
た
意
味
で
し
よ
う
。
退
田
文
書
に
は
、
そ
の
よ
う
な

「
会
先
給
某
某
詑
」
「
先
給
某
某
」
の
記
事
の
下
に
、
「
泰
」
や
「
雲
」

と
云
う
朱
筆
の
署
名
が
あ
り
ま
す
。
給
田
文
書
に
も
、
墨
筆
の
「
給

某
某
元
」
の
言
語
の
右
下
方
に
、
朱
筆
の
「
泰
」
と
「
天
」
と
云
う

よ
う
な
署
名
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
前
方
の
「
泰
し
は
、
同
一
人
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。
　
「
窪
し
と
「
天
」
と
「
雲
」
は
環
令
を
助
け
る
人

員
（
丞
、
尉
、
主
簿
な
ど
か
）
で
あ
る
と
推
定
す
べ
き
で
す
。

　
県
令
「
薬
療
」
の
筆
体
が
解
り
ま
し
た
か
ら
、
署
名
が
な
い
処
に

も
元
憲
の
筆
跡
を
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
三
一
五
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龍谷大学所蔵の灘牧書と唐代の」綱鱗（揚・）

○
母
文
書
に

　
　
冬
初
給
受
。
令
式

　
　
昭
然
。
非
…
…

と
あ
り
ま
す
。
そ
れ
も
元
塩
の
判
取
で
す
。
そ
の
西
語
は
、
康
大
智

と
云
う
人
が
廃
渠
道
の
地
を
康
大
智
の
戸
の
口
分
霞
と
し
て
貰
う
請

求
（
牒
）
に
対
す
る
判
語
で
す
。
國
村
さ
ん
の
解
釈
に
よ
れ
ば
、
次

の
よ
う
で
す
。

　
　
　
（
そ
の
覇
語
は
）
漿
の
係
宮
に
よ
っ
て
か
か
れ
た
も
の
で
、
右
の
記
載

　
　
事
項
が
律
令
格
式
に
準
拠
し
た
も
の
で
、
昭
然
と
し
て
［
非
ら
ず
・
：

　
　
…
（
お
そ
ら
く
記
載
事
項
に
過
誤
の
な
い
こ
と
を
こ
こ
に
の
べ
た
も
の

　
　
で
あ
ろ
う
）
。
と
認
可
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
県
の
係
官
が
、
県
令
霞
身
で
あ
る
こ
と
は
、
今
や
は
っ
き
と
分

り
ま
す
。

　
そ
の
判
語
の
「
非
」
以
下
の
テ
キ
ス
ト
は
今
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

一
般
の
文
書
の
用
例
に
よ
っ
て
、
「
非
…
…
不
得
…
…
」
　
（
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
）
の
よ
う
な
テ
キ
ス
ト
で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
（
例
え
ば
、

西
村
さ
ん
が
も
う
引
用
し
た
立
代
の
開
元
二
十
五
年
今
、
門
再
臨
賜
海
田
、
非

指
口
処
暑
、
不
得
狭
郷
給
。
」
を
参
照
す
る
と
ま
う
し
い
。
）
こ
の
文
書
の
月

日
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
多
分
、
冬
初
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
で
す

か
ら
県
令
が
普
通
の
授
与
の
時
で
な
い
と
い
う
理
由
に
よ
っ
て
そ
の

請
求
を
拒
否
し
た
と
思
い
ま
す
。

　
参
照
す
べ
き
一
例
は
、
、
四
八
七
七
号
文
磐
の
丁
丁
で
す
。

　
　
開
元
廿
七
年
□
月
　
日
文
乗
懸
蒲
柳
中
等
丞
勅
引
書
呉
口
受
□

　
　
諸
如
此
色
。
其
昔
　
　
　
．

　
　
甚
多
。
格
式
璽
遡

　
　
〔
口
未
可
為
徴

　
　
臼
〕
働
付
司
口

こ
れ
も
、
撃
令
（
こ
こ
で
は
摂
県
令
）
が
、
な
に
か
の
請
求
を
拒
否
し

た
例
と
思
い
ま
す
。

　
ま
だ
誤
読
の
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
二
九
一
竃
号
詔
書
に

　
　
右
記
地
南
阿
三
等
地
先
返
状
入
…
…

と
い
う
テ
キ
ス
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
の
蓮
は
通
の
誤
読
で
あ
る
と

思
い
ま
す
。
　
「
通
」
は
「
報
告
」
の
意
味
で
す
。
三
〇
〇
八
号
文
書

　
　
　
　

に
「
具
通
如
前
謹
牒
」
と
か
、
或
い
は
、
四
九
一
〇
号
文
書
に
「
但

当
郷
所
通
望
地
丁
、
並
皆
拠
実
」
と
い
う
史
料
が
あ
り
ま
す
。

　
解
釈
の
誤
砂
の
一
例
は
、
二
八
四
五
号
交
書
に
、
二
圃
現
わ
れ
た

「
佃
人
奴
集
聚
」
の
解
釈
の
問
題
で
す
。
周
藤
教
授
の
論
文
に
、
こ

の
「
奴
」
を
「
奴
隷
」
「
奴
碑
」
の
「
奴
転
と
し
て
、
　
こ
の
「
呼
集
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聚
」
に
よ
っ
て

　
　
　
「
〔
官
田
で
も
〕
百
姓
の
田
で
も
、
奴
隷
が
佃
人
と
し
て
小
作
し
て
い

　
　
た
。
」

と
い
う
結
論
に
到
達
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
普
通
の
場
合
に
は
「
佃
入
」
の
下
に
、
二
人
の
姓
名
が

あ
り
ま
す
か
ら
、
こ
こ
の
「
宣
言
聚
」
は
や
は
り
一
人
の
姓
名
で
あ

　
　
　
　
　
ぶ

る
と
思
い
ま
す
。
　
「
奴
」
は
姓
で
あ
る
事
は
、
辞
源
な
ど
の
普
通
の

参
考
書
を
調
べ
る
と
す
ぐ
解
り
ま
す
。
そ
の
外
、
一
二
二
九
号
交
書

に
、
凄
惨
県
界
の
「
一
段
壱
畝
」
の
薄
田
の
四
座
を

　
　
東
至
渠
　
西
「
奴
典
保
」
　
爾
至
道
　
北
至
道

と
し
て
居
り
ま
す
か
ら
、
こ
の
奴
典
保
も
「
奴
」
と
い
う
姓
の
人
で

し
よ
う
。
受
田
者
と
し
て
、
奴
典
保
は
奴
隷
で
あ
る
可
心
性
は
少
い

で
し
ょ
う
。

　
二
三
七
四
号
文
書
に
「
佃
人
康
守
粗
奴
□
総
」
の
よ
う
な
テ
キ
ス

ト
が
あ
り
ま
す
。
周
藤
教
援
は
、
こ
れ
を
「
康
守
相
の
奴
□
総
」
と

読
み
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
交
書
の
写
真
を
見
る
と
、
そ
の
「
奴
」

の
字
は
や
や
不
明
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
暫
く
論
じ
な
い
こ
と
に

し
ま
す
。

＊
　
奴
が
姓
で
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
宮
崎
教
授
「
ト
ル
フ
ァ
ン

　
発
見
田
土
交
書
の
性
質
に
つ
い
て
」
i
「
敦
煤
吐
魯
番
社
会
経
済
資
料
」

　
　
（
上
）
を
説
む
一
1
（
『
史
林
』
四
三
、
三
）
に
見
え
て
い
る
。
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　　　　Field　System　in　the　Nara奈良and　Heian平安Era

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Yasuo　lzumiya

　This　article　treats　the　institutional　transition　of　field　from　the

Nara奈良to　the”eian平安era．　Accord圭ng　to　the　former　opinion

on　the　field，　the　direct　collection　of　field　is　said　to　begin　at　the

tenth　or　eleventh　century．　But　it　is　wrong．　ln　land　field，　or　the

field　where　corn　was　cultiva£ed，　the　rent　had　already　been　col－

lected　from　719（or　the　3rd　year　of　y∂プ∂養老）．　Since　the　ten

ceBtury，　the　rent　became　collected　from　other　kind　of　fie｝d．　Change

of　tlie　right　of　private　property　to　field　was　not　polnted　by　the

former　studies，　but　thls　article　offers　the　hnportantchange　in　it．

The　right　of　private　property　of　field　under　the　R∫≠s醐y∂律令

system　was　authoyized　under　the　great　and　pewerful　state　authority

but　this　state　authority　disappeared　since　the．　eleventh　century．

Though　in　this　article　the　sphere　of　research　is　limited　to　the

institutional　side，　we　cannot　discuss　the　formation　of　feudal　land

hold　in　our　country　without　this　side．

The　Ryukoleu　University　Collection　of　Chinese　Documents

　　　　　　from　the　Western　Regions　and　the　Equal　Field

　　　　　　　　　　　　System　of　the　T’4ng唐Pynasty

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Lien－sheng　Yang

　T．his　ls　the　text　of　a　lecture　deliverect　at　Ryuleofeu　University　on

July　6，　1962．　ln　the　lecture，　attention　is　cal！ed　to　the　great　ird－

portance　of　these　documeRts　and　gratitude　is　expressed　to　the

group　of　Japanese　scholar＄　who　have　been　working　industriously

to　arrange，　study，　and　pttblish　them．　The　documents　indicate　clear－

ly　that　the　Equal　F量eld（Chim　T’纏均田）system　was　carried　out

to　a　certain　extent　even　in　tlke　remote　froBtier　area　of　Turfan

when　it　was　tmder　T’ang　jurisdiction．　The　Western　Regions　had

a　mixed　culture，　a　fact　that　can　be　illustyated　by　the　circulation
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of　Chinese　copper　coins　and　foreign　silver　coins　side　by　side　and

by　freciuent　occurance　of　Central　Asiatic　names　among　its　resi－

dents．　Remarl〈s　are　also　made　on　the　ancient　conceptioon　of　chtZn

均Or“equal圭zatiOn”and　itS　in伽enCeh．　On　VariOuS　inS蹴ut三〇nS　in

Chinese　hlstory．’　，le　is　a　good　examplel　showing　the　continuous

nature　of　Chinese　culture　and　civilization．　Flnally，　a　few　cor－

rections　are　suggested　for　the　extensive　studies　made　by　Sztcla，

Arishijima　aRd　IVishimura．　A　fragmentary　document　considered　by

Nishijima　as’　a　petirion　approved　by　the　dlstrict　authorities　perhaps

should　be　interpreted　as　a　petition　rejected　by　the　magistrate．　A

character　t’ztng　］’tg－rk　（meaning　“a　report，　to　repert”）　was　lpisread

by躍S妨’ima　aSガu通（‘‘宅00wn　三n　arrearS，，）．　Sπ4δ，S　theOry

£hat　the　wOrδS飽ηヲ’en　Ntt　Chi－chu画人奴集聚meant“tenan£，　S重ave

（named）　Chi－chu”　is　probably　mistal〈en．　lt　seems　to　mean　“　culti－

vator，　Nu　Chi－chu，”　with　Nze　as　the　person’s　surname．　The　person

wa＄　probably　a　freemaR　and　not　a　slave．

　　　　　　　The　Kholop　Decrees　in　the　End　of　the　16th

　　　　　　　　　　　　Century　and　the　Kabal’ny　Kholop

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　by

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Jixo　lshidoya

　　In　the　16th　century　Russia　prevai！ed　sluzhilaya　leabala　as　a　form

of　temporary　loaR　cle　jure．　The　boyar－creditor　endeavoured　to

secure　labor　power　by　this　debt　boncl　rather　than　by　old　type　of

kholopstvo．　The　decrees　of　1586　and　1597　instructed　much　about

the　sluzhilaya　1〈aba・la　and　its　registration．　Particularly　£he　clecree

of　1597　made　aR　epoch　in　the　history　of　Rtissian　1〈holopstvo．　The

author　tried　not　only　to　examine　tlie　articles　of　this　decree，　but　to

analyze　the　registers　before　and　after　．1597．　The　decree　deprived

the　debtor　the　right　to　return　kabala　inoney　and　to　remove

from　his　creditor，　and　thus　transformed　him　into　feabal’ny　leholoP．

Only　the　death　of　his　creditor－lord　einancipated　him．　But　some

bereaved　families　did　not　desire　to　emancipate　the　kabal’ny　kho－

lops．　The　decree　of　1597　held　ln　checl〈　the　appearance　of　the
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